



















2  日本におけるキリスト教主義女子教育は、1870 年にフェリス女学校及び後に女子学院につながる A6
女学校が設立されたことによってはじまったとされる。：久山康編『日本キリスト教教育史 ･ 思潮篇』,
創文社，1993 年，第 1 刷，p.32.
3  キリスト教学校教育同盟百年史編纂委員会『キリスト教学校同盟百年史』，キリスト教学校教育同盟，
2012 年，p.370. 





想』，25 号 ,1963 年、碓井知鶴子「明治のキリスト教女子教育の定着過程 : 明治二十年代を中心に」『東
海学園大学紀要』，6 号，1969 年、湊晶子「キリスト教女子教育と近代日本文化」『共立研究』，2(3)，
1996 年、米倉充「女子教育とキリスト教 : 明治・大正篇」『キリスト教主義教育』関西学院大学キリ
スト教主義教育研究室年報，5 号，1977 年、同志社女子大学の〈研究プロジェクト総合報告〉関連の
論文『総合文化研究所紀要』，8 号，1991 年、小檜山ルイ「発題 婦人宣教師の女子教育事業―その伝
道事業における位置づけと成功の要因 （〔キリスト教史学会〕第 44 回シンポジウム―女性宣教師と教










スクールの女子教育に関する一考察 」青山学院女子短期大学紀要，62 号，2008 年、山田美穂子「明
治日本における女子教育とキリスト教教育の試みの一例 : 女子学院の歩み （青山学院女子短期大学 60
年史の基礎的研究）」『青山学院女子短期大学総合文化研究所年報』，23 号，2015 年、など多数。また、
最近出されたものでは、湊晶子「『キリスト教女子人格教育』の現代的使命」『広島女学院大学論集』，
第 63 集，2016 年、キリスト教史学会編『近代日本のキリスト教と女子教育』，教文館，2016.8、など
がある。
 7  1863 年に但馬国出石藩に生まれる。1884 年に下谷教会（現、日本基督教団豊島岡教会）で木村熊二
牧師より受洗。翌年、近藤賢三を編集人とする『女学雑誌』を創刊した。同年、木村が関わる明治女
学校の発起人に名を連ね、近藤が急逝した後『女学雑誌』の編集人、『東京婦人矯風会』の編集名義
人になり、さらに 1887 年には明治女学校の教頭、1892 年には校長となった。
 8  例えば、青山なを「女子教育者巌本善治とキリスト教―小説に描かれた婦人像―」、『東京女子大学附
属比較文化研究所紀要』，30 号，1971 年、中嶋みさき「巖本善治の人権・女権論の展開 : 女子教育論
の前提として」『東京大学教育学部紀要』，31 号，1992 年、掛川典子「巖本善治の女学思想 : キリス
ト教の側面から」『昭和女子大学文化史研究』，4 号，2000 年、葛井義憲「巌本善治―正義と愛に生きて」
朝日出版社，2005 年、井澤里辺架「日本の女子教育とキリスト教―巌本善治の女子教育論と明治女
学校を中心に」『KGU 比較文化論集』，1 号，2008 年、鄭玹汀「巌本善治の女子教育論 : 「帝国」と「女
学」」『キリスト教文学研究』，29 号，2012 年、など多数。































　本論文のテーマである松山高吉 15 は、神戸女学院（1888 ～ 1889 年・嘱託教師とし
て国語と習字を担当）16 、同志社女学校（1891 ～ 1896 年・日本文学史を担当）17、平









15  1947 年、越後国糸魚川生まれ。国学者としてキリスト教を知る目的で、アメリカン・ボードの宣教














































20  キリスト教学校教育同盟『日本キリスト教教育史 ･ 人物篇』，創文社，1978 年 , 第 2 刷 .
21  「論説 ○ 東京婦人矯風會大會演説説録　松山高吉君演説 ( 婦人百業の基本 ) 筆記」と題して『女学雑誌』





















































24  なぜならば、松山著『聖書講義並演説』には 1880 年（明治 13 年）から 1882 年（明治 15 年）まで
の説教や演説が収録されているが、明治 14 年代の演説目録に「女子教育論　草稿別ニアリ」と記さ
れている。この草稿が今回扱った『女子教育論』であると思われる。また、1881 年（明治 14 年）12
月 17 日付で「女子ノ親タル者ニ告グ」と題して行われた演説記録が残されている。その他、1885 年
( 明治 18 年）12 月 23 日にフェリス女学校卒業式の演説記録もここに収録されている。：松山高吉『聖


















































































































































































































































































































44  「論説 ○ 東京婦人矯風會大會演説説録　松山高吉君演説（婦人百業の基本）筆記（一）」，『女学雑誌』，
第 55 号，1887 年 3 月 12 日，p.84.
45  同「論説（三）」，『女学雑誌』，第 57 号，1887 年 3 月 26 日，p.125.
46  同「論説（二）」，『女学雑誌』，第 56 号，1887 年 3 月 19 日，p.106.
47  同「論説（二）」，『女学雑誌』，第 56 号，1887 年 3 月 19 日，p.106.
48  同「論説（三）」，『女学雑誌』，第 57 号，1887 年 3 月 26 日，p.126.







































































女権論の展開 : 女子教育論の前提として」『東京大学教育学部紀要』，31 号，1992 年，p.71.）「近代西
欧精神 ( ＝キリスト教 ) の受容と応用をもって理想的な人格教育を明治社会で誠実に、果敢に展開し
た『スーパースター』巌本」（葛井義憲「沈黙する巌本善治－憧れと侮り－」，『名古屋学院大学論集
人文・自然科学篇』，第 47 巻，第 1 号，2010 年，p.9．）などの論述。
62  巌本善治『吾党之女子教育』，p.12.
63  同書，p.13.































たのが、1872 年（明治 5 年）の学制、1889 年（明治 22 年）の大日本帝国憲法、1890














リスト教主義教育』，関西学院キリスト教主義教育研究室年報 No.5，1977 年 3 月，p.95.
－ 101 －
神學研究　第 64号
女子教育に携わることになった初期の女子教育論と、日清戦争期のそれは大きな違い
がある 68。この点に関して、松山は戦争下での女子教育について目立って勝利に役立
つ女性観を打ち出すことはなかった。しかし、これに関しては彼の未公開の遺稿をさ
らに詳しく調査する必要があり、今後の課題として残しておく。
68  日清戦争期には勝利に役立つ女性の育成を強く訴え始める。これについては、藤田美実『明治女学
校の世界』，青英舎，1984 年，p.255. や鄭玹汀『天皇制国家と女性－日本キリスト教史における木下
尚江－』，教文館，2013 年，p.104 以下。
